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研究分野：化学教育，物理化学 

科研費の分科：科学教育・教育工学  科研費の細目：科学教育 

キーワード：マイクロスケール実験，中学校理科，高等学校理科，学習意欲，溶液，密度 

 

１．研究計画の概要 

 マイクロスケール実験には，試薬量の
節減，実験廃棄物量の減少，実験時間の
短縮など，様々な利点がある．また，授
業で手軽に取り扱うことが可能であり，
実験の準備や後片付けの労力も少ない． 

 これまで多くの単元でマイクロスケ
ール実験に関する教材開発・改良がなさ
れてきた．しかし，中学校・高等学校理
科において導入されていない単元も多
く，検討の余地がある．  

 本研究の目的は，中学校理科や高等学
校化学の授業にマイクロスケール実験
を導入して，理科に対する学習意欲を向
上させることである．そのために，新規
マイクロスケール実験教材の開発やこ
れまでの教材の改良を行う．さらに，授
業実践等により，これまで得られた研究
成果の普及活動にも努める．  

 

２．研究の進捗状況 

(1) マイクロスケール実験関係の情報を，
インターネットや，国内外の化学および
化学教育関係の雑誌を利用して入手し
た．加えて，日本化学会春季年会，日本
理科教育学会全国大会，国際化学教育会
議，環太平洋国際化学会議等に参加して，
研究の動向の把握に努めた．  

 

(2) 中学校第 1 分野で取り扱われる「密
度測定」のマイクロスケール実験教材を
開発した．試料として，金属（亜鉛，ア
ルミニウム），鉱物（石英，方解石など），
水，エタノールなどを用い，従来の方法
よりも少量，簡便かつ迅速に実行できる
ことを明らかにした．  

 

(3) 高校物理や化学または大学初年次化
学取り扱うことのできる「液体の混合に
伴う体積の非加成性」のマイクロスケー
ル実験教材を開発・改良した．従来の方
法よりも少量，簡便かつ迅速に実行でき
ることを明らかにした．  

 

(4) 高等学校化学で取り扱われる「ルシ
ャトリエの法則」に関するマイクロスケ
ール実験教材を改良した．  

 

(5) 高等学校化学や大学化学で取り扱わ
れる「モル質量測定」に関するマイクロ
スケール実験教材の浮力の影響につい
て検討した．  

 

(6) 高校生を対象にマイクロスケール実
験の実践授業を実施し（2009 年 8 月 4

日，8 月 31 日，10 月 24 日，11 月 17

日，2010 年 7 月 31 日），マイクロスケ
ール実験の普及活動に努めた．  

 

(7) 卒業研究で果実に含まれる酵素によ
るタンパク質加水分解のマイクロスケ
ール実験を指導した．  

 

(8) 日本化学会年会や日本理科教育学会
や国際化学教育会議，環太平洋国際会議
等に参加して，研究成果を発表した．加
えて，学会参加者とマイクロスケール実
験に関して討議した． 
 

３．現在までの達成度 

＜区分＞② 

 研究計画に示した新規マイクロスケー
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ル実験教材の開発や改良を実行できた．
加えて，マイクロスケール実験に関する
授業実践も実施できた．  

 

４．今後の研究の推進方策 

(1) 中学校理科におけるマイクロスケール実
験教材の開発と改良を継続する（物質の密度
等）． 

 

(2) 高等学校理科（化学・物理）におけるマイ
クロスケール実験教材の開発と改良を継続す
る（液体の混合，ルシャトリエの法則等）． 

 

(3) 勤務先である神戸女学院大学で，中学生・
高校生を対象にマイクロスケール実験の実践
授業を行う．また，高等学校へ出向してマイ
クロスケール実験の実践授業を行う． 

 

(4) 国内の学会に参加して，マイクロスケー
ル実験に関する研究成果を発表する． 

 

(5) 学術雑誌に研究成果を投稿する． 

 

(6) 成果をまとめた簡易冊子を作成する． 

 

５. 代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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